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ある｡ また､ 企業だけでなく業界もドメインの空間的差異があり､ 企業の成長につれてドメイ
ンの空間的差異がみられ､ ライフサイクルとともに時間的差異がみられる｡
＜キーワード＞









ンを考えるということは､ 誰に ()､ 何を









































































て規定してしまい､ 航空機､ 自動車､ トラック

























さらに､ エイベル () が３次元による
ドメイン規定を提唱している｡ それは顧客層､
顧客機能､ 技術である｡ 最近ではこの定義がよ























たものであるといえる｡ また､ セコムも ｢ガー



















































らすれば､ ベンチャー企業に  (
) の考え方は必要か？という問い
には､ シーズ () 主導型であろうとニー










( ,! ) を提案しており(注７)､
さらに顧客の観点から ("# ,












































生存領域のことで､  (誰に)､ 	








(出典：江尻 弘 『マーケティング思想論』 中央経済社年ページ｡)
る｡ つまり､ ベンチャー企業は､ 商品がベンチャー
であり､ 企業ドメインをあらわしているのであ
る｡ 商品 (ここでの商品は､ 前述で示したよう
にサービスも含む) は､ 商品特徴を競合他社と
の違いを示す商品差異化を有し､ 商品の提供方























































































業績 上 ３ １ ２
中 ３ ８ ２

































































片 山 富 弘
――
図表－
業績 上 １ ５
中 ２ ３ ８




業績 上 １ ３ ２
中 ３ ３ ７

























になる｡ 差異の程度については､ 差異の小 (同































































ある｡ この現象を ｢ドメインのシフト｣ と

































































































た､   は一般の人が寄せる関心は
片 山 富 弘
――
図表－ ドメインとライフサイクルの関係
導入期 成長期 成熟期 衰退期










ＷＨＡＴ 独自性の確認 価値提供 優位性 優位性の掘り起し
















) 著書論文 ｢差異としてのマーケティング｣ の
なかで､ 空間の視点､ 地域の視点､ 時間の視点
という差異化の視点を３つ取り上げていたが､
ここで､ 認識的差異､ 空間的差異､ 時間的差異
という用語に修正をしたい｡

) 植山周一郎 『パリテイの時代』 のなかに､ ９
つの事例が示されている｡
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以 上
差異としてのドメインを考える
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